
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

１月３１日（火）までの期間で福島県教育委員会主催のなわとびコンテストが行われていたこ

とを前号で紹介しましたが、その結果が出ました。

「長なわとびコンテスト」において、１年生が見事優勝しました！

１年生９人以下の部、第１位 磐梯二小１年

記録１５７回（３分間）

長なわとびそのものに馴染みのなかった１年

生が、ここまでリズムをつかみ連続して跳べる

ようになるというのは驚きです。一人一人のが

んばりと団結力、そして担任の平田教諭の絶妙

なアドバイスがあってこそのすばらしい結果で

す。４月に入学して以来、学習面でも生活面で

も本当に頼もしく成長したと思っておりました

が、こうして年度末に嬉しい成果となって表れ

たことは何よりの喜びです。

２月１４日（火）に福島市において表彰式があります。優勝チームを輩出した学校として、二

小の全児童にヨーグルトがプレゼントされます。ヨーグルトで乾杯？する日が今から楽しみです。

なお、２月１７日（金）に１年生全員で役場に行き、町長さんに快挙の報告をすることになっ

ています。

５年生も大健闘 福島県第２位
１年生以外の学年も、目標を立ててよくがんばりました。特に、５年生がハイレベルな競い合

いの末、福島県第２位という大健闘でした。

５年生９人以下の部、第２位 磐梯二小５年

記録３５２回（３分間）

終了２日前の段階での記録が３０９回で、１

位の学校とは６９回差。しかも、他校もがんば

っていたので、第４位に順位を下げていました。

それでも、あきらめない気持ちを見せたところ

がすばらしかったです。時間を見つけては挑戦

し、最終日に３５２回の記録を出し、見事第２

位に上がりました。１８０秒間で３５２回とい

うことは１秒あたり約２回。これを考えると、

どれほどの速さで跳んでいるか目に浮かぶこと

でしょう。回し手の小林教諭と子どもたちの心が一つになってのすばらしい追い上げでした。
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今年度二小では、吉田養護教諭を中心として食育にも力を入れて取り組んできました。

そして、「食における自律と自立を目指す指導」としてまとめた実践記録が評価され、この度、

福島県食育推進優秀校表彰において「優秀賞」

というたいへん栄誉ある賞を受賞しました。

タイトルは、子どもたちが自ら主体的に食

と向き合う姿を思い描いたもので、「自分で

考えて自身の食についてコントロールする力

〈自律〉」と「自分でよりよい食を考えてい

く力〈自立〉」を育むことを目指して設定し

ました。

栄養教諭の指導や各教科等での実践の他、

チェックシートのコメントやＢＢＣにおいて

ご家庭からのたくさんの励ましをいただいた

という「連携」が大きく評価されたものと思

われます。また、二小ならではの地域の食材

とのかかわりも大きな特色として出すことが

できました。改めてかかわってくださった全

ての皆様へ感謝申し上げます。

なお、こちらも福島県教育委員会主催であり、

２月１４日（火）になわとびの表彰と同会場で表

彰を受けます。権威ある表彰式で二度校名が出る

というのはすばらしいことです。

これらの健康の保持増進の分野で連続して賞を

いただいたことを大きな励みとして、これからも

健やかな体を育んでいくことができるよう、学校

一丸となって尽力してまいります。

スキーの授業でたくましく
最近の降雪によって、各学

年で充実したスキーの授業を

行うことができています。回

を重ねる度に滑りがどんどん

上達しています。それと同時

に、斜面をがんばってのぼっ

ている足取りの力強さに、「み

んなたくましくなってきた」

と感じているところです。


